
 

            

   
Kashiwa Nishi Rotary club ARCHIVE(柏西ロータリークラブ アーカイブ) 

柏西 RC の歴史的重要な資料を収集、保存したものをデジタル化し、インターネット上で公開する新しい取り組みです 

 

柏西ロータリークラブ会報 第２１５１号 

第２１８４回 

２０２２年３月１８日  金曜日   

１２：３０～１３：１０ 通常例会 

 

 

会長報告 会長 水野 晋治 
 

皆様お久しぶりです。また、お元気でしたか？ 

 

２カ月ぶりの例会再開となりました。 

オミクロン株による感染拡大も徐々に減少傾向にあり、理事会にて話

し合いしばらくは時短での再開となりました。 

 

本日は１１年前の東日本大震災で被災され、ご親族を亡くされ、大変

な状況の中、希望の風奨学制度を利用され、現在麗澤大学に通われて

いる上野利恵子さんをお招きし卓話をお願いしました。 

貴重な機会ですのでなるべく上野さんの卓話に時間を割きたいので 

書面にて会長報告をさせていただきます。 

 

 



 

            

また、この度のウクライナ問題には皆様も胸を痛めている事と思います。 

ウクライナにもロータリークラブがあります。事務総長のジョン・ヒューコ氏がこのクラブ

です。現在ウクライナやポーランド、その他隣国のクラブが必死に支援をしているようです。

特にポーランドには多くの避難民が流れていますが、現地からのＴＶレポートではどこも民

間が主体となり受入れや支援をしているようです。きっとここでも現地のクラブが大掛かり

な支援を展開しているものと思われます。 

 

ロータリー財団の方でも災害支援基金へウクライナへの支援が追加されました。 

現在ウクライナへの支援は優先的に処理をされるようで、我々の進行中のグローバル補助金

の最終の補助金振り込みの審査も途中で止まってしまいました。この後、理事会にてクラブ

としてのウクライナへの支援について話し合いたいと思います。 

 

最後にサケたまプロジェクトですが、昨年１１月小学校にたまごを配布し、その後順調に育

った稚魚を２月１８日（金）１０名以上の会員のご協力をいただき、回収し、取手市側の利

根川にて放流をしました、当日は小学校の昼休みの時間に合わせ Youtube によるライブ配信

機能を使い「ライブ放流」を行いました。500 回以上の視聴があったようで反響の大きさを

実感しています。また、後から聞いた話では当日学校でも生徒たちが大変盛り上がったと聞

いおります。来年度以降はさらに規模を拡大し実施していく流れになりました。 

 

それではしばらくは感染状況を見ながら時短での例会となりますが、皆様のご協力、ご理解

をお願い致します。 

 
  

幹事報告 幹事 住田 みゆき 

 
１．R財団の寄付に対して、認証品を受理 

齋藤敏文会員： 

ポール・ハリス・フェロー（ＰＨＦ） 

 

 

 

 

 

 

２，米山記念奨学会の寄付に対して、 

表彰品を受理 

榊隆夫会員：第１２回米山功労賞 

松本ユミ会員：第３回米山功労賞 

 

 

 

 

 



 

            

 

３，「２０２１－２２年度ＲＬＩ実行委員会 委員」 

に委嘱状 

住田みゆき会員・櫛田仁一会員 

 

 

 

 

 

 

 

４，ＲＬＩ「ロータリー・リーダーシップ研究会」 

終了証書受理 

パートⅠ: 塚本英夫会員・ゲイビアデル会員 

助川昌弘会員 

パートⅡ：ゲイビアデル会員・助川昌弘会員 

 

 

 

 

５，３月のロータリーレートは１㌦＝１１６円 

 

６，第１１グループ「第４回会長・幹事会」の案内 

日時：３月２４日（木）１８：００～ 

場所：ザ・クレストホテル柏 

 

７，「ウクライナ支援」「トンガ王国海底火山爆発災害支援」の依頼 

 

８，２０２２年度ロータリー米山記念奨学金 

「カウンセラー・米山奨学生・指導教員オリエンテーション」の案内 

日時：４月９日（土）１５：００～ 

場所：三井ガーデンホテル千葉 

 

９，RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パートⅢ開催の案内 

日時：４月２日（土）１０：１０～１８：１０ 

場所：千葉市民会館 

 

 

 

 

 

 



 

            

 

卓話 希望の風奨学生 上野利恵子様 

 
1．はじめに 

 今紹介にあずかりました、上野利恵子です。 

今年で東日本大震災から 11 年になりますが、正直 11 年

はあっという間だったと感じています。目まぐるしい速

さで瓦礫が撤去され、土を盛って土地を高くしてまるで

初めからそこに何もなかったかのように施設がたち、不

自然に綺麗すぎる町並みを見るたびになんとも言えない

気持ちになります。 

 

また、私が知っている震災前の町はもう絶対に帰ってこ

ないことは受け入れられないです。実際は先ほど言った

ように町の外見が綺麗になっただけで、人の心は復興し

ていません。 

 

私は最近やっと震災に関する話をするようになりましたが、以前は全く話しませんでした。

それは話さないのではなく、話すことができないから、思い出すことができないから話がで

きませんでした。しかし、以前の私のように人に被災したことを話すことができない人、震

災から数年経ってから精神的問題から自殺をする人、家から出ることができない人、その人

が被災したことによって抱えている問題は様々です。 

 

なので、今日の私の話はたくさんいる被災者の中の 1人の話として聞いていただきたいで

す。もう震災前と同じくらい復興しているだろうと思ってほしくありません。むしろ今だか

らこそ、今の被災地、今の被災者を見て、聞いて、もっと知ってほしいと切実に思っていま

す。 

 

2．東日本大震災と両親の死亡について 

 

① 2011 年 3 月 11 日に起きた地震と津波は街の景色を一変させてしまいました。3月 10 日

まであった町が、一瞬で瓦礫の山に変わってしまったことが本当に信じられませんでした。 

当時、私は、10 歳で、小学校４年生でした。その 3月 11 日の朝、いつものように父に起こ

され、学校に行き、いつものようにお弁当を食べ、いつものように午後の授業を受けていた

時、バリバリバリと大きな地鳴りがした後すぐにとても大きな揺れがありました。 

私はとても恐かったです。 

 

地震が来たらすぐに津波が来ると小さい時から教わっていたので、みんなすぐに高台に逃げ

ていました。私の通っていた小学校は高台にあったので、私はそのまま学校に避難していま

した。すぐに津波が来なかったので高台に逃げていた人の中には、津波が来ないと思い、家

に戻り、津波に流された人もいたと聞きました。私は、実際には津波を見ていないのでわか

らないのですが、当時の私は 3メートル以上の防波堤があるので津波はこないと思っていま

した。 



 

            

しかし、津波は 30 分後に防波堤を越え街を飲み込みました。その時、私の父は、海の近く

の現場に戻っていたので、津波に流されてしまいました。また、山田町では火災が起き、街

の中心部はすべて燃えました。避難所から出たときに空が真っ赤で 3月では珍しい雪が降っ

ていてその景色が記憶に鮮明に残っています。 

 

その後、火事は山火事になり数日燃え続きました。そして、鎮火した次の日から、1週間ぐ

らい瓦礫の中を家族で捜しまわりました。しかし、父は見つからず、今に至っています。 

震災後しばらくはふつうの学校生活ができず普通の状況ではなかったと思います。学校の校

庭が避難してきた人の車でいっぱいだったり、学校の体育館は避難所、遺体安置所、病院に

なったりしていました。 

 

食糧や水は自衛隊の人からの支給を、並んでもらったり、学校に支援物資として届いた鉛

筆、筆箱、カバンなどをもらいました。また、震災前は学校にお弁当を持っていって食べて

いたのですが震災後一年はお弁当が支給されました。 

５年生の途中からは学校の校庭の半分が仮設住宅になりそこから学校に通う同級生もいまし

た。当時の私は校庭が狭くなり遊ぶ場所が減ってしまったことが悲しかったです。 

 

また、震災後、学校での友達の関係性も変わり、あの子は家が流されたらしいよ、あの子は

家族が亡くなったらしいよという話が当たり前にはなされていました。自分のことを言って

いないとわかっていても、まるで腫物扱いされているような気がして同級生とうまくなじめ

ませんでした。自然と同級生の間で心の距離感も生まれたように思います。 

 

震災から１年が経ち合同慰霊祭が行われた際に、その慰霊碑の中に父の名前があった時、行

方不明なのに亡くなったことになっていることが受け入れられませんでした。しかし、いつ

か父が帰ってくるのではという希望も日が経つうちにだんだんなくなり、なんとなく亡くな

ったと感じるようになりました。 

 

3．未成年後見と震災後の支援について 

 

① そして、震災から 4年後、私が 15 歳の中学 3年

生の時に、盛岡の建設会社で働いていた母はくも膜下

出血で倒れ、そのままなくなってしまいました。。 

その時私は１５歳だったこともあり、母の妹のおばさ

んに未成年後見人になってもらいました。母がなくな

った中学 3年生の時から大学入学後の千葉県松戸市で

の生活まで、おばさんにはたくさん助けてもらってい

ます。同時に、遺産に関する未成年後見人として、弁

護士の木村さんに手続きをお願いしました。 

 

私が成人となったとき、そのおばさんにお金のことは

自分でやりなさいと言われたので、その時、初めて多

くの団体の方々から支援を受けていることを知りまし

た。 

 



 

            

② 今迄に、多くの支援を受けていますので、感謝を込めて支援先のお名前を述べさせて頂

きます。 

高校から大学卒業まで、長期間の継続が、年金の「就学等援護金」、「社会福祉法人中央共

同募金会」、「いわて学び希望基金奨学金」です。 

中学 3年から高校卒業まで 4年間は、「遺族年金および労災年金の給付」を、また、奨学金

として「ユネスコ協会東日本大震災復興育英基金」を受けました。 

そのような支援が高校卒業と共に終わってしまい、大学に進学しようか迷っていましたが、

高校 3年から「毎日希望奨学基金」の支援を、また、大学に進学してからは、「ロータリー

希望の風奨学金」および「みちのくみらい基金」の援助を受けることができ、学費や生活費

の心配をすることなく進学を決意できました。 

 

4．「ロータリー希望の風奨学金」等への感謝 

 

これらの多くの支援団体の方たちのおかげで大学に進むことができました。現在はおばさん

のもとで大学に通っています。学生生活を安心して過ごすことができるのも、支援団体の皆

様方のおかげだと思っております。本当にありがとうございます。 

 

支援があったからこそ自分の将来について前向きにかんがえることができています。 

また、コロナの影響で学校に行けない日々も続いていますが、支援されていることが心の支

えになり、学校生活をがんばって過ごすことができています。最後になりますが、このよう

に大勢の方の前で話すことは初めてなので、わかりにくい表現や話の流れが不自然な点が

多々あると思いますが、このような経験は、わたしにとってよい社会勉強になるので、これ

からもよろしくお願いいたします。またどこかでお会いすることがありましたらお声掛けし

ていただくと嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

            

ＮＧＯ 未来の子どもネットワーク ランドセル礼状 



 

            

 



 

            

 

出席報告 

会員数５４名  欠席者１４名   出席率７４．００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第２７９０地区 第１１グループ 柏西ロータリークラブ 

事務局：〒２７７－００１１ 千葉県柏市東上町７－１８ 柏商工会議所会館５０５ 

ＴＥＬ：０４－７１６２－２３２３  ＦＡＸ：０４－７１６６－８２８２ 
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